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This paper reviews research that has investigated whether perceptual learning， such as repeated 
exposure to an odor， increases the pleasantness 01' liking for the exposed odor. Based on prior 
experimental findings， we discuss what kinds of perceptual learning affect the pleasantness and liking 
for an odor. There is a scarcity of studies that merely present oclors without the context of some 
task; many studies ask participants to either discern the intensities of odors or to rate their intensity， 
their pleasantness or liking of during perceptual learning. 1n such studies， repeated exposure through 
the task enhances liking of the odor. These finclings suggest that， in acldition to mere lower-Ievel 
sensory information input， higher-level odor information processing (e必， judging intensity or liking) is 
important in order to enhance odor preferences through perceptual learning， such as repeated exposure. 
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はじめに
個々人が感じるニオイの質やニオイに対して抱く
好ましさには，これまでにどのようなニオイをi奨い
だことがあるのか e それらをどのような:1犬況でi史い
だのかといった 1県覚経験が影響することが指摘さ
れている。 i県覚経験が少ない子とともは成人が示すよ
うなニオイへの!帯好パターンを示さず，成人のよう
な1誓女子治すみられるようになるのは12歳背任後であると
される(綾部・小早川・斉藤. 2003)。また I史党
経験が豊富であり，経験に基づいたi味覚表象とそれ
に付随する言語表象を保持していると考えられる成
人でも，高指令になりそれらの検索がl君主!tになると
20， 30代の成人が示すようなニオイの暗好がみられ
なくなるとされている (Ponceletet al.， 2010)。ニ
オイの好ましさを'ljl折する上で，個々人が有してい
るl民党経験に基づく唆党表象や言語表象とそれらを
判断!l寺に利用できるか否かが果たす役割は大きいと
いえる。
ニオイの質の知覚については，ニオイに反復接触
することにより，ニオイの質がデf~IJ されやすくなる
(e.g;， Jehl， Royet， & Holley， 1995; Le Berre et al.， 
2010) もしくは弁別しにくくなること (e.g.，
Stevenson， 2001a， 200lb)が報告されている。この
ように反復接触を行い動うr;n覚学習したことにより，
ニオイの質のまIJ覚が変容することが多くの研究によ
り示されているが，釘l党学習がニオイの好ましさ
(Liking)や快不快 (Pleasantness) に与える影響に
ついては，十分に検討されていない。
特定の対象への反復接触による好ましさや接触し
2 筑波大学心理学研究 第 52号
た対象に対ーする態度二の変容については， [ITJじ対象に
単純に反復接触した経験によって好ましさが|二弁ーす
る単純接触効果の生起が，視覚や (eιZajonc，
1968) W~\党や (e.g. ， Heingartner & Hall， 1974;折1原 P
1996; Wilson， 1979) 触党 (e.g.，Jakesch & Carbon， 
2012)において認められているが奨党における単
純接触効果の幸liftiはほとんどない。前述したように
女n党学習によりニオイの質の弁別が促進， iJlnjiJされ
ることが示されており， )支復接触によって知覚され
るニオイの質は変容していくと考えられる。単純接
触効果の生起メカニズムとして、 j支f夏J妾船!により i高
まった刺激処理の流11場I~I:が刺激の好ましさに帰属さ
れるため生起するという 9JI党的流i陽性の誤帰属が指
摘されている。しかし 接触の度に異なって知覚さ
れるニオイの質をもとに意味的想起や言語表象の形
成が行われることで¥異なった刺激処理がなされ，
刺激処理の流!陽性が高まりにくいために I民党にお
いては反復接触による好ましさの変容がみられない
と推測される。 I民党において，釘l党学習によって対
象の好ましさや対象への態度を変容させるために
は，知覚されるニオイの質の変容を導かないような
う:11党学習を行う必要があると考えられる。
本稿ではニオイへの反復接触のようなうJI覚学習を
行った後のニオイの好ましさや快不快を検討した研
究を接触1寺のニオイに対する処理レベルによって分
類し概観した。また， J在日己や乳児を対象とした町f究
についてもまとめた。最後に，一貫しにくい知覚特
搬の!県党において， どのような処理レベルでの知覚
学習が後の好ましさに影響するのかを考察しt:.o
なお，本稿ではニオイの印象許定に大きく寄与し
ているとされる快不快感に影響する知党学習につい
て考察するため，従属;変数としてニオイの好まし
さ， または快不快j支をとりあげた研究にフォーカス
した。また曾ニオイと迎合させる，他の感覚モダリ
ティ刺激の情動1il (快・不快)が，迎合学習後のニ
オイの快不快に及ぼす影響を検討した研究 (e.g.，
Barket， Poncelet， Landis， Ruuby， & Bensafi， 2008; 
van den Bosch， van Delft， de Wijk， de Graaf， & 
Buesveldt， 2015)は複数みられるが，本稿では!喋党
における先|党学習の影響を検討するため。ニオイへ
の按触1寺にl民党以外の情報を付与した手続きをとっ
ている研究は扱わない。
感覚入力の反復
意識的なニオイの先l党をそi三じさせることなく.感
覚入力のみを繰り返す，すなわち単純な反復按触に
よるま1党学習の影響を検討した研究はほとんどみら
れなし ¥0 庄市・回日・寺1I鳴 (2006)の実験]は E I 
種類のニオイの好ましさを許制liさせる前に，ニオイ
をi嘆く、、行為に慣れる目的と説明したうえで， 6 積~]
のうち 3種類のニオイを 5分間の安静を挟んで 2IT 1 
l県がせることで，ニオイに単純に接j拙させる方法を
用いている口この後の 6税類のニオイの評価では，
事前に|県いだ3椋類のニオイの方が，事DiJに嘆いて
いないニオイよりも好まれることが報告されてし 、
る。また，評価RiJの接触|回数が4[IiJまたは 6拐の坊
合にも接触したニオイの方が女子まれたが，法制!fili'[ 
の増加による好ましさの程度の述いはみられていヰ
い。この他，阿部・庄司・菊地 (2009)は1 就寝i十 1 
にニオイを提示する方法で、反復按1q~!の手二続きとして
いる。就寝前の許制liで好ましさが低かったニオイで
のみ，抜触から 2I=:! 1:， 4 EI目と接触WJlijが長くな
るにつれて女子ましさが一仁昇したと幸Ri~T されている。
これらの研究から民党においても単純な反復括
fý~~ による知覚学習がニオイの好ましさを上昇させる l
可能性が示11去された。しかし 1 政々がま[1る IIJ~ り， 上
記 2 つの研究以外に単純な反復接í~~!の影響を松討し
た研究は1f，い。また，庄司他 (2006)の実!段Iでは，
接触の|民 l県ぎ方に慣れてもらう j~II'I<] とだけ教示し
ており，この際にニオイの質や好ましさの言jc1fliと
いった高次レベルでの認知処理I!が行われた可能性カ
ある。さらに，阿部他 (2009)においては，就寝i十 l
のニオイ提示の効果とされているが，就寝前後の二
オイの準備と片付け作業は実験参加者自身が行った
ため，この際に何らかの認知処理が行われた可能YI
は否定できない。これらのことから，高次レベルで
の処理を促さない単*iITな反復接触による知覚学習が
直接的にその後の好ましさに影響しない可能性もあ
げられ， さらなる検討が必要であると考えられる。
知覚処理の反復
ニオイをi嘆いだ|療に，ニオイに付ー与された意味的 | 
情報(ニオイ発生源の名前など)により.同じニオ
イに対しても異なる印象を抱くことがj旨J市されてお
り (Herz& von Clef， 2001;杉山・綾部・菊地.
2000) ，接触1寺にニオイに対し意味的想起が行われ
ると， 1文復岐削!よりも想起内容が好ましさ百三Hiliに影
響する可能性がある。また，反復接触による知覚学
習により，知覚される質が変容し，これに伴って意
味IJ'J想起の内容も変容することで，一貫した知|党が
行われず，反復接触により uf[l!射性:が高まらないこと
も考えられる。 Cain& Frank (1978)は， 2つのニ
オイの強度弁百Ij訟:;習を行っており，快不快!支が異な
る2種類のニオイのうち，いずれか 1種類を 2段階
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の異なる濃度で提示し， どちらの方がニオイを強く
感じるかをeJ:1J1訴させた。強度を比較する課題を訴す
ことで，ニオイに対し意味。IJ想起は行われにくく，
i県党表象の形成のみが繰り返されたと考えられる
が， これを55回繰り返したところ，事前調査でイすとい
とされたレモンのニオイは扱{仙によって，イチミ)支がfs:
|ごし，不快とされたj商H女した/てターのニオイは，按
触によって'決!支が j二昇したことがわかった。 杉山
(2007)でも。反復接触1I寺の意味IYJ想起によるニオ
イの印象変化を|坊ぐために，質がljJbなる 2つ]走1Iの
ニオーイのどちらのニオイが強いかを:j:1J聞ける課題を
介してニオイへ反復接触させた。説!垣の全試行を通
して 51IT1按触したニオイは，説題li:lでは接触しな
かったニオイと北1j!交して， よりむたで、あると評イi!liされ
た。姉、!支よと1安で‘は，按触したニオイに対して意1I末的
想起のような高次レベルでの処理は必要としない
が， 2つのニオイの強度の惜報を含むl民党表象を形
成する必要があると考えられ，このような知覚学習
が快)支を一!こ昇させることが示された。
しかし， Cain & Frank (1978)については， もと
もとのニオイの情動filによって，快)支が増加]もしく
は，減少したように快不快度の変化の方向性が異
なっていたことから!き--1床 I]g想起を伴う情動fillî の~:Ij
Ij万なとεの認知!処理が行われた可能性もあげられる。
認知処理の反復
ニオイに対する快不快の評価には， どのようなニ
オイであるかといった同定処盟が伴うことが指摘さ
れており (Olofsson，Bowman， Khatibi， & Gottfried， 
2012)， 1又復接触n寺に好ましさなどの評価を求めた
場合 I喫党表象の形成とともに，意味的想起や言語
表象の形成が行われ，高次レベルでの認知処理を伴
う知覚学習が行われると考えられる。
Cr‘oy， Maboshe， & Hummel (2013)では，快いニ
オイ Clt，パラ)と不'1夫臭 (Jお卵臭)をそれぞれお
よそ501TI1提示し実験参加者にはニオイが提示され
る度にその，1夫不快度と強度を評価するように求め
た。この結果，快いニオイの快不快の程度は変化し
なかったが，不-19と臭は提示IT数の増jJl]に伴いより快
いと許{ilされるようになることが示されたo
J:erdenzi， Poncelet， Eouby， & Bensafi (2014) も伺様
に， 2続類のニオイに対し，快不快j支と強度の評価
を20回繰り返した結果，初ITJ評価で快)支が高いニオ
イほと¥接触に伴い快j支，強度が低下し.ニオイの
|投入量も減少したことを報告している。また，有!~~
な変化ではなかったが，ネ)J!国主le{il!iで快!支が低かった
ニオイでは，仰ぐなニオイでの傾向とは反対に，提示
ml数の増加に伴い，快)支と強度が上昇し，ニオイの
|投入量も増加した。
反後援fq~!時に意味的想起が行われる場合，一度想
起した意味iJ<j情報に基つマき，後の好ましさや快不快
)支の ~~Hilrîが行われる可能性がある。また， 1妾削!のj支
に異なる意味的想起が行われた場令，流!陽性が高ま
りにくいことが想定され，反復接触11寺 tこ意味 1~1<:J想起
が伴う場合，ケ:11党三~f:習の影響がJJiれにくいことも考
えられた。しかし v これらの先千T1i3FJ'Eは。 定i:1未o守想
起をともなうう;I!党学習が行われた場合にも，好まし
さが一仁JALすることを示|唆した。入力情報をもとに形
成される感覚表象に意味的情報が付与されることで
接触したニオイの表象がIV1i誌になると考えられる。
このため，接触を繰り返しでも5毛なった質が知覚さ
れることなく， I司じニオイに対して。類似した質を
知覚できるようになり，刺激処刊!の流l陽性が高まる
ことで，好ましさの上昇に繁がったと考えられる。
また，庄司他 (2006) の実験Iでは，単純に l県
がせるのみの反復接触ではなく 1種類のニオイに
対する好ましさの許制iを，評{il1M]に5分間の安静を
挟み， 5 ml繰り返し反復接触の手続きとしている。
Croy et a1. (2013)や Ferdenziet a1. (2014) と呉な
り曾庄司地 (2006)の実験Iでは.好ましさの上
昇はみられなかったと報告された。しかし，評価の
間隔を 11:1 日、上あけて 5ITI繰り返した Delplanque，
Coppin， Bloesch， Cayeux， & Sander (2015) では。
評価初1:1にやや好ましいと三引ilされたニオイにおい
て，評価回数の土佐}JI]~こ伴い快度が上昇しており，意
味的想起を伴うまIJ党学習の影響が時認されている。
庄司他 (2006) の実験Iの場合，評価li司の 5分
間に妨害課題がないため，先にl嘆いだニオイの想起
と再許制Iiが行われやすかったと考えられる。これを
繰り返したことで、実験参加者のニオイに対する詳
{il恭準が明確になり.知覚学習よりも個々人の有す
るニオイのi曙好が後の最終的な評価に影響した可能
性がある。これに対し， Delplanque et a1. (2015) 
で、は評価の間隔が i日以!こと長く， このj自1実験参
加者は先の許制についてリハーサルすることがな
く，複数日にわたる評価の反復による刺激処理の流
暢性の高まりや評価対象のニオイに対ーする親近性の
高まりがな子ましさに影響したと考えられる。
綾部・斉藤・菊地 (2002)は， 4週間におよぶア
ニスティの飲rFJを介してアニスのニオイにj又復接触
させ，ニオイの快j支が上昇したことを幸li告してい
る。事前にアニスティの効能(消化を助けるなど)
について説明しており，ニオイの名前 cアニス
テイ")やニオイに関する情報(アニスティの効能)
を実験参加者が有した状態で， J文復綬触が行われた
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と考えられる。これらの情報に より，接触したこオ
イの感覚表象や言諸表象の形成と保持がしやすく，
ー賞 した知覚が行われ 刺激処理の流i揚性が高ま
り，女子ましさが上昇したと推測される。
日臭覚表象の再活性
Prescot， Kim， & Kim (2008) は，あらかじめ4寺
定のニオイを ターゲットと して党えておき .その
後，提示される ニオイがタ ーゲットか否かを弁別
し， さらにターゲットであった場合には，あらかじ
めターゲット を嘆いだfI寺より強!支が強いか弱いかを
判断する課題を介して.ニオイへの接触を行った。
この結果，弁別課題で非タ ーゲットと して15回提示
されたニオイの白子ましさは上昇 しなかったカ" ター
ゲット のニオイ(14回提示)においては‘反復接触
によ る好ましさの上昇がイ確認された。この研究にお
いて.弁別課題遂行のためには， ターゲットのl決党
表象をイ来持し. 提示されるニオイとの異同を判l析す
るために.保持 している表象を再活性する必要があ
る。喫党表象の再活性の反復により ，ターゲットの
|県覚表象が明純化し 流暢性の高まりにつながった
と考え られる。また， Prescott et al. (2008) は，
緩触1寺に特定のニオイにのみ，注意、が向けられるよ
うに弁別課題を課しており ，特定のニオイ に能動的
に注?主を|向ける ことがJ妾触によるニオイ の選好を助
長すると解釈している。さらに， 課題達成というポ
ジテイブな感情と反復接1~9! した ニオイが結びつく こ
とにより ，好ましさが」二昇 しーた可能性も指摘してい
る。
胎児，乳究期における知覚学習の影響
Jlf:iY己におけるニオイの反復接触は， 母親の摂取す
る飲食物を介して行われ 接触したニオイへの態度
が出生後に検討されている。 SchaaJ，Marlier， & 
Soussignan (2000) は， 1ヨ:1Ji!を介 して接触したニオ
イと非接触のニオイを出生後すぐに提示し.表情や
口の到jきを観察したところ，接触したニオイを提示
した場合に!こiがよ く動き これが生後4E:Iごろまで
続く ことがわかった。また 接触・非接触のニオイ
を同時提示すると，接f~9! した ニ オイの方に践を |向け
る頻度が高く. これは生後4日以降も枕いた。
Mennela， ]agnow， & Beauchamp (2001) は， 接削!
したにん じんのプレーノて一村ー きシ リアルをプレーン
のシ リアルと比i鮫してどの程度食べるか，生後 6ヶ
月前後に検討した。にんじんプレーパーに按触して
いた子どもは， そうでない子どもに比べてにんじん
プレー ノてーのシリアルをプレーンのシリアルより立子
んで食べていたこ とから，胎児期に知覚学習したニ
オイ は生後6ヶ月ごろまで好まれるとjiJ可fRされた。
これらのことから，ゴ!:=i妾触のニオイより )l合児期に反
復接触しまIJ党学習したニオイを選好するようにな
ることカ吉元ミされた。
生後間もない乳児を対象として約20fl寺IMJ.ニオイ
を提示し続けた結果， 非提示のニオイより提示し続
けたニオイを好む行動をと るようになったことが報
ifさ れている (Balogh& Porter， 1986; Davis & 
Porter， 1991)。 まfこ. Allam， Soussignan， Patris， 
M出'lier，& SchaaJ (2010)は，生後 41ヨから約 1ヶ
月間の長期間にわたり接触し続けたニオ イに対 すーる
選好を検討した。母親の乳首にニオイが!武香された
バームを塗り，授乳1寺に乳児がニオイを感じる よう
にして接触させ続けたとこ ろ，非接触のニオイよ り
も. ~妾触 した ニ オ イカまつけ られたおもちゃ で， より
長い i時間遊ぶ ことが示さ れた。また.Haller， 
Rummel， Henneberg， Pollmer， & Kりster(1999)は，
バニラプレーパーの粉ミルク. もしくは母乳で育て
られた 12~59歳の人を対考えと し. ノくニ ラフレ - /{ー
が)1武香されたケチャップと通常のケチャップを使用
したあとに。 どちらをも う一度使用したいと選択す
るかを調べた。バニラフレーバーのケチャ ップは.
母乳で、育った人の29，1%しか選択しなかっ たのに対
し，粉 ミルクで育っ た人の半数以上 (66，7%) が選
択した。幻jし可ころにバニラ フレーバーに反復接触 し
たと考えられる人は，バニラフレーパーを好む傾向
があることを示した。さらに.幼少W3から何度も按
触 した絞験があると考えられる所属文化に特有のニ
オイ(EI本人ではかつおぶし， 納豆など)は，快い
と号iF{iliされる ことがわかっており (Ayabe-Kanamura 
et 31.， 1998; PonceJet et aI.， 2010)，幼少期のニオイ
への反復按触が後のそのニオイに対する好ましさに
影響すると推測される。
ただし.Allam et a1.(2010)やHaleret al. (1999)で
報告された接触したニオイへの選好は.養育者であ
る母親から感じたニオイ .さらにJ受字しという生存に
必要な行動 と同時に感じたニオ イに対する選好であ
るため、 接触の影響よりも母親や授乳と，提示され
たニ オイとの述合形成の結果とも考えられる。ま
た， Ayabe-Kanamura et aL (1998) や Ponceletet aL 
(2010)では， ニオイへの接触は実験IYJな操作を経
ていないため，知覚学習以外の嬰|玉lも含む複合的要
IEが好ましさに影響 したと考えられる。
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まとめ
本稿では，反復接触のようなうJ!党学習を行った後
のニオイの好ま しさや快不快を検討した研究を。学
習1寺のニオイに対ーする処五ilレベルによって分類し概
観した。実験参加者に特に料題を諜さずに.単純な
j又復政削!の手続きにj説明Jしている研究は少なく，ニ
オイの強度弁)]Ij課題や好ましさなと"(j) 'Ii¥f f)J (1<)評{ilJを
介して.反復峻触を行った研究が多かった。これら
の課題を介して，繰 り返しニオ イへ絞触することで
f;Jましさが上昇することが示され 喫奨党への!感惑党作
幸朝抑liの入力 を先繰丸柴tり返すこと (単-志純l宅Eな反{復左t接妾向附触d虫!け)に1川JI1え守
ニオオ司イの?指強d虫iリj度支や1質託互一について1平引:1UJrし i唆史党表象や言訪
表象の1形!伝予引j成或と保持といつたより高次な刺?激B敗I処坦迎!が行行-
われることが'女!]党学留による好ましさの上昇にお
いては重要である可能性があげられた。単純扱削:効
果は，流1場tl:の誤帰属により生起すると されるが，
-Eiした女1党が行われにくいニオイの知党において
は，単純にニオ イをi決ぐだけでは， 接i19!に伴い質が
変容し按(q9!の度に異なった質に感じてしまい，接
触したニオイの明石在なl民党表象が形成できず，女1党
処迎!の流暢性が高まらない可能性がある。単純な反
復抜削!に力1え， より高次レベルでの処理が行われて
はじめて.接触し たニオイのi吹党表象が明石在にな
り，刺激処理の流i陽性が高まると考えられる。
接触I寺に主観的評価を行う際に，ニオイ 提示IWJに
5分程度の遅延がある場合には反復接触の影響は見
られなくなっており. ニオイ提示問に誌触 したニオ
イのリハーサルや梢級化する!時間が十分にあるj勢合
には，精激化により !明石在になった表象と個々人のニ
オイの!lE好を比較し，好ましさ許(聞がされやすくな
りι 接触の影響がみられなくなる と考え られる D
)Jf:i児や乳児を対象とし，反復接触の影響を検討し
た研究では， l E:l~l ヶ月にわたり長期間 ， ニオイ
へ技削!することによって.後触したニオイを選好す
るようになる ことが示された。ただ し.これらの研
究の多くは，ニオイへの妓触はj手親の食事や授乳を
介して行われており‘ニオイとこれらのポジティブ
な情報が連合した結果の選女子である可能性がある。
ニオイへの接触回数についてみると. 2~55IËÏ] と
研究により異なる。単純接触効果研究においては10
~301EíJを最大の接触回数とする ii]f究が多いが， これ
と比較しでも異なる。各研究の接削:フェーズでの手
続きが奥なるため.これらの結果から最も綾削!の効
果が得られる回数を考察することはできなし、。しか
し ιi司程!支の按削! Im数でも ι;安 í~~!Il寺によ りj主主:を|古!
けた方のみで接触の影響がみら れた Prescottet 
al. (2008)の結果を踏まえるとー 按削!@数をltねる
よりも， i妥触fI寺に I~j維な l呉党表象の JI~ J況を促すよう
なう、[J党学習を行うことが重要であると考えられる。
これま での研究から，矢口党学留1寺に感覚入力の反
復だけでなく，入力情報に対し， 強度や情到~flllí の判
断などのより高次での刺激処:rmが行われることで
感覚入力に恭づ‘く |県党表象の形成， さらには|県党表
象に基づく言語表象の形成が促されると考えられ，
このような反復掠触を繰り返すことが，その後のニ
オイ の好ましさに変化をもた らす可能性があげ‘られ
た。しかし，この点について詐キ/11に検討した{i)f究は
なく， 今後は接触|時の|県党表象形成や保持に着 目し
た検討が必裂といえる。
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